
 

 

令和７年度 学校運営連絡協議会実施報告  

１ 組織  

（１）東京都立王子総合高等学校 学校運営連絡協議会（全日制）  

（２）事務局 副校長、総務・国際部担当（事務局長） 計２名  

（３）内部委員  

   校長、副校長、経営企画室長、主幹教諭（教務研究部主任、生徒部主任、キャリア

デザイン部主任、総務国際部主任、３年次主任、２年次主任、１年次主任）     

 計 10 名 

（４）協議委員  

大正大学副学長、公益財団法人数学オリンピック財団事務局長、一般社団法人代表理

事、北区教育員会教育振興部教育指導課長、北区立滝野川紅葉中学校長、北区立滝野

川もみじ小学校長、王子総合高校ＰＴＡ会長、 計７名  

 

２ 令和７年度 学校運営連絡協議会の概要  

（１）学校運営連絡協議会（第１回～３回）の開催日時、出席者、内容、その他  

第１回 令和 7 年 6 月 27 日（金）内部委員 8 名、協議委員 5 名 

校長挨拶、協議委員委嘱、委員紹介、学校運営連絡協議会主旨説明、評価委員会

趣旨説明、本校の現状と課題等の説明、意見交換、事務連絡  

第２回 令和 7 年 11 月 28 日（金）内部委員 8 名、協議委員 3 名 

校長挨拶、本校の現状と課題等の説明、令和５年度学校評価アンケートの説明、

意見交換、事務連絡  

第３回 令和 8 年 2 月 13 日（金）内部委員 8 名、協議委員 4 名 

校長挨拶、本校の現状と課題等の説明、令和 6 年度学校評価アンケート結果の説

明、意見交換、事務連絡  

（２）評価委員会（第１回～３回）の開催日時、出席者、内容、その他  

第１回 令和 7 年 6 月 27（金）内部委員３名、協議委員２名  

学校評価の基本方針の確認等、第１回学校評価の観点・項目、内容の検討、調査

範囲、実施時期の検討等  

第２回 令和 7 年 11 月 28（金）内部委員３名、協議委員２名  

アンケートの集計結果の分析・考察、課題の整理等 第２回学校評価の観点・項

目、内容の検討、調査範囲、実施時期の検討等  

第３回 令和 8 年 2 月 13 日（金）内部委員３名、協議委員２名  

アンケートの集計結果の分析・考察、課題の整理等、今後の課題  

 

３ 学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告）  

（１）学校評価の観点  

学校経営計画の「教育活動の目標と方策」に基づき、学校運営連絡協議会の評価内

容としてふさわしい項目について実施する。  

（２）アンケート調査（Forms）の実施時期・対象・規模  

実施時期 令和 7 年 12 月 1 日～令和 7 年 12 月 19 日 

対象   全校生徒  680 人 回答数： 613 人 89％（入力エラーが原因）  

保護者全員 680 人 回収数： 479 人 70％（18％増）  

教職員    47 人 回収数：  47 人 100％ 

地域    50 か所  回収数： 17 か所 



 

 

 

（３）主な評価項目  

「学校満足度」「学校関心度」「学校経営」「キャリア教育」「進路指導」「生活指導」「生

徒理解」「自律活動」「特別活動」「生活充実度」「ＩＣＴの活用」「家庭への連絡」「広

報活動」「環境活動」「いじめ防止」「体罰防止」「施設充実度」「企画室対応」「ライフ・

ワーク・バランス」  

（４）評価結果の概要  

  本年度は新たに地域へのアンケートを実施した。回収率は 36%であったが地域からど

のようにみられているのかというがわかり、地域とのかかわり方に関して再度確認でき

た。 

  生徒、保護者、教職員のアンケートでは昨年度まで 5 択の中から「どちらでもない」

をなくし、4 択にした。そのため肯定的な意見が比較的に増減率が大きくなった。  

（５）評価結果の分析・考察（学校及び校長への意見・提言）  

 

【生徒結果・考察】  
（１）第１回学校評価アンケート（生徒の結果）  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）第１回学校評価アンケート 

「王総に入学してよかった」 肯定意見 91％ 

昨年度より、生徒のみ 7 月に中間実施、４段階評価を行った。黄色セルの要改善 4 項目（肯

定意見 8 割以下）と上昇 2 項目（昨年比 7％以上 UP）、重点４項目強化が課題であった。 

 

1
私は、王子総合高校に入学して良かったと
思っている。

①学校満足度

重点項目
91% 2% 89%

2 私は、毎日学校へ行くことが楽しい。
②学校満足度

重点項目
86% 6% 80%

3
私は、王子総合の校長をはじめ教職員を信
頼している。

③学校満足度

！要改善
79% 新規

4
私は、王子総合生徒心得や基本的なルール
やマナーを守って学校生活を過ごしている。

自律活動 97% 2% 95%

5
私は、学校行事、委員会、部活動、校外活動
等のいずれかに積極的に取り組んでいる。

特別活動 95% 3% 92%

6
私は、家庭学習の時間を確保し、学習と諸
活動（部活動等）の両立ができている。

④生活充実度

！要改善
64% -3% 67%

7
私は、積極的にTeamsやスタディサプリ、PC
端末を使いこなしデジタル活用できている。

⑤ICTの活用

！要改善
70% 7% 63%

8
私は、将来の夢を見つけ、夢の設計図を描く
ため、進路希望調査では教員や保護者とも
よく相談している。

⑥進路活動

！要改善
74% 新規

9
私は、学校からの情報（HRでの配布資料や
教員からの連絡など）をきちんと家庭に伝え
ている。

家庭連絡 84% 2% 82%

10
王子総合高校の教職員は、わかりやすく工
夫した授業を常に心がけている。

授業満足度 87% 3% 84%

11

王子総合高校は、「産業社会と人間」をはじ
めとした授業により、将来の進路実現や社会
人として自立していくための教育（キャリア教
育）が充実している。

キャリア教育 94% 2% 92%

12
王子総合高校は、進路希望調査や面談を実
施し、必要な進路情報を提供するなど適切な
進路指導を行っている。

進路指導 94% 3% 91%

13
王子総合高校は、学校生活における身だし
なみやルール・マナー、ノーチャイム制による
時間管理などについて、指導している。

生活指導 93% 2% 91%

14
王子総合高校教職員は、生徒の心のケアの
ために、熱心に生徒理解に努めている。

⑦生徒理解

上昇！
89% 10% 79%

15
王子総合高校は、学校HPやインスタグラム、
王総Newsletterを活用し、外部へ積極的に
情報発信している。

⑧広報活動

上昇！
92% 7% 85%

16
王子総合高校は、いじめの未然防止・早期
発見、SNSのルール・マナー指導に積極的に
取り組んでいる。

⑨いじめ防止

重点項目
89% 3% 86%

17
王子総合高校は、教職員による体罰や不適
切な言動はない。

⑩体罰防止

重点項目
92% 6% 86%

18
王子総合高校は、環境美化・教育設備・施設
の充実に取り組んでいる。

環境美化・施設充
実 94% -1% 95%

19
王子総合高校の経営企画室（事務室）は、事
務手続き等に迅速に対応している。

企画室対応 97% 2% 95%

20
王子総合高校は、学校閉庁日や部活動ｶﾞｲ
ﾄﾞﾗｲﾝなどを守るなど、教職員のﾗｲﾌﾜｰｸﾊﾞﾗ
ﾝｽに対応している。

働き方改革 94% 2% 92%

21
王子総合高校をさらに良くするための提言や
自由意見（希望者のみ記入してください）

自由記述 88名 21名 67名

平均 87.8% 3.2% 85.8%

肯定意見％

カテゴリー R7 比較 R6

標語：　かなり当てはまる、やや当てはまる、あまり当てはまらない、まったく当てはまらない

評価項目問
対
象
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評
 
価
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（２）第１回授業評価アンケート（生徒）1 回目回答数：668 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全科目担当別に、①生徒自己評価②授業満足度③自由意見をアンケート調査しました。 

①②ともに 9 割肯定ではあるが、多くの自由意見に応える必要がある。結果は教科担当に 

生徒名は無記名にして返却され、2 学期からの授業改善に活かした。 

 

（３）第２回学校評価アンケート（生徒、保護者、教職員、地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評価アンケートと授業評価

アンケートを実施、回答率は生

徒 89％(613 名) 

保護者 70％（479 名、18％増）、

教職員 100％、地域 34％(17 か

所)であった。  

 生徒のみ年 2 回（7 月、12 月）

実施をすることで、より実態を

把握することができた。  

【生徒・保護者の入学満足度】 

生徒肯定意見 84％  ＜  保護者

肯定意見 94％ 

生徒は、R6.12 月より肯定意見

が 2％減、R7.7 月より５％減と

なった。より満足度が高い結果

である。生徒の不満原因を追究・

改善し、該当生徒の様子を見守

っていく。  



 

 

（４）第２回授業評価アンケート（生徒）2 回目回答数：644 名 

3 学期に向け、授業への自由意見を無記名で教科担当が読むことができるようにした。 

 年 2 回（7 月、12 月）実施している授業評価アンケートでは、生徒が自己評価と授業満

足度を受講科目ごとに振り返った。その結果、生徒の授業自己評価は肯定意見が 95％→

97％と 2％アップした。生徒の授業満足度は肯定意見が 93％→95％とこちらも 2％アッ

プした。生徒からの自由意見は授業担当者にとって改善への糸口になる。3 学期の授業

に反映することを期待できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学校運営連絡協議会の成果と課題（学校の自己評価への反映） 

（１）学校評価アンケートの結果から、概ね良い評価を得られてはいる。この結果に満足

せず、引き続き、学校改善に向けて努力していく。 

（２）総合学科高校としての取組や成果について期待値が高いことが分かった。成果を確

実に反映していくことが必要である。 

 

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項 

（１）学校運営 

  ・学校・家庭・地域との連携を深め、ニーズに応えられるよう学校改善に努める。 

  ・教職員の情報共有の徹底と課題への組織的な取組みを迅速に進める。 

（２）学習指導 

  ・家庭学習時間の確保と両立について工夫をする。 

（３）進路指導 

  ・総合学科のキャリア教育の理解を進める、総合学科としての強みを生かし、より一 

層の充実を図る。 

（４）生活指導 

  ・規範意識の醸成に関して、主体的な取り組みになるよう指導を工夫する。 

（５）特別活動・部活動 

  ・各行事について検討し、生徒の主体的な取り組みになるよう工夫する。 

（６）健康づくり 

  ・心身共に健全な学校生活を送ることができる学校づくりを推進する。 

  ・いじめの組織的な未然防止に努める。 

（７）募集・広報活動 

  ・募集活動の内容の検証を行い、さらなる募集活動の工夫を図る。 

・組織的な募集、広報活動の充実を図る。本校への理解を深め、興味を持ってもらえ

るような活動の工夫。 


